








































































































































分類基準 日食世明言 警世通言 醒世恒言
義のある行動 （8篇） 3篇 （巻 l、6、9) 2篇 （巻 18、21) 3篇 （巻 l、17、35)
一途な女、薄情な男 1篇 （巻27) 2篇 （巻32、34)
(3篇）
薄情な女 (1篇） l篇（巻2)
一途な女性 （男が薄情 3篇 （巻9、14、19)
ではない）(3篇）
花柳での遊興（2篇） l篇 （巻 12) l篇 （巻3)
淫欲（8篇） l篇（巻3) 2篇 （巻33、38) 5篇 （巻 15、16、23、
24、39)
友情 （4篇） 3篇 （巻7、8、16) l篇（巻 1)
才子佳人 （8篇） l篇 （巻23) 4篇（巻23、24、26、3篇（巻7、28、32)
29) 
説教 1－仏教 （6篇） 4篇 （巻4、29、30、 l篇 （巻7) 1篇 （巻 12)
37) 
説教2一道教 3篇 （巻 13、14、33) 2篇（巻39、40) 6篇 （巻4、22、26、
（仙人になる話）(1篇） 37、38、40)
出世 （6篇） 4篇 （巻5、11、15、 2篇 （巻6、17)
21) 
再会 （5篇） 2篇 （巻 17、18) 3篇 （巻 11、12、
22) 
怪異 3篇 （巻 19、20、 9篇 （巻 19、27、28、
（亡霊、妖怪、妖術） 24) 36、8、10、14、16、
(12篇） 30) 
勧善懲悪 （12篇） 3篇（巻 34、22、 4篇 （巻3、5、20、 5篇 （巻2、5、6、
35) 25) 18、30)
伝奇 （6篇） 2篇 （巻25、32) 2篇 （巻4、9) 2篇 （巻25、31)
英雄の男女 （9篇）③ 2篇 （巻28、38) l篇 （巻31) 6篇 （巻 10、11、20、
21、29、36)
侠義（1篇） l篇 （巻36)
裁判 （12篇） 4篇 （巻2、10、26、 4篇 （巻 13、15、35、4篇 （巻 13、27、33、
31) 37) 34) 




































































































































































































































































②日野龍夫 『近世文学史』日野龍夫著作集第三巻ぺりかん杜 2005年1月 573頁
③中村幸彦 『中村幸彦著述集』第七巻 中央公論社 1984年3月










⑪Patrick Hannan rThe Chinese Vernacular StoryJ Harvard Unversity Press 1981年
⑫劉潔秋「中国「短編白話小説」と江戸「読本Jの比較研究一一『三言jと 『英草紙』を中心に
一一」『季刊日本思想史』 36 1990年 1月
⑬中村幸彦 『中村幸彦著述集J第11巻 中央公論社 1982年10月
⑭徳田武『日本近世小説と中国小説J第二部第一章「I英草紙Jと三言一一俗に即して雅を為す
一一」青裳堂書店 1987年5月















張兵 『凌夢初和両拍』遼寧教育出版社 1992年 10月
程国賦 『三言二拍伝播研究』中国社会科学出版社 2006年12月
合酎輯要旨
小曽戸明子氏は、 19世紀に出版された一般的書物と『英草紙』とでは、女性観・夫婦観に隔たり
があるのではないかと質問し、発表者は、都賀庭鐘の女性観については今後検討すると回答した。大
高洋司氏が、都賀庭鐘の文人性に反して、翻訳した中国白話小説に俗な部分（俗性）が多くみられる
ことから、彼の翻案姿勢をどのように考えるべきかと問い、発表者は、『日前世明言J、『警世通言』で
は明代の庶民の生活がよく反映されているため、俗な部分が多々みられるが、庭鐘は作品を読む視点
が他者と異なっており、両作中でも文人性が強くみられる部分が翻訳によく表れているので、そこに
庭鐘の文人性がよく表れていると応答した。
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